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秋冷の候、会員の皆様におかれましては、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。

日頃より、当協会の活動に御理解並びにご尽力を頂き厚く御礼を申し上げます。 

この度、当協会において「北海道医療ソーシャルワーカー協会全道大会（第１回）」を下

記の要領にて開催致します。限られた時間の中で準備等を担って頂いた役員各位、また御

登壇が予定される演者各位に厚く御礼を申し上げます。 

さて、本大会は、昨年まで調査研究部が実施していた「調査研究支援研修」が母体とな

っております。これまで研修部や調査研究部で、研究に関する様々な研修を企画してきま

したが、その参加者は決して多いとはいえず、会員からは「研究研修への参加はハードル

が高い」といった率直な意見を度々伺っておりました。そのため、研修としての質は維持

しながらも、会員の皆様が参加しやく、研究をより身近に感じられる方法として、大会形

式での開催に至った次第です。此度は 1 回目ということもあり、手探りであったことは否

めませんが、会員の成長とともに大会自体も発展していくと期待しています。 

記念すべき第 1 回目の大会テーマは「自己決定の再考～スローガン実践からの脱却～」

としています。最近では、「身元保証問題」や「人生の最終段階における意思決定」など、

ソーシャルワークにおける『権利擁護』や『自己決定』の重要性がこれまで以上に注目を

浴びています。本大会が、自己決定に関する諸問題や自己決定尊重の本質、更には問題を

解決していくための研究の必要性について再考する機会となれば幸いです。 

講演には、北星学園大学名誉教授の米本秀仁先生をお招きし「自己決定圏域における諸

問題」をテーマに御高説を承ります。その他、プログラムとしてシンポジウム、指定演題

発表、学生セミナー、自主企画の他、終了後には懇親会も用意しております。また、会場

内に託児サービスも用意致しました。対象年齢や受け入れ人数に制限はありますが、ご活

用を検討の上ご参加頂ければ幸いです。 

最後になりますが、企画・準備をして頂きました役員の皆様に感謝を申し上げ、また本

大会が会員の皆様にとって実り多く有意義なものとなりますよう、皆様のご協力、ご参加

をお願い申し上げご挨拶と致します。 

 

日 程：2018 年 12 月 22 日（土） 10:30～17:00 

会 場：かでる 2・7（札幌市中央区北 2 条西 7 丁目 道民活動センタービル） 

参加費：2,000 円 ※学生無料 

大会プログラム（Ｈ30 年 8 月現在） 

【午前の部】 

 

【午後の部】 

会場 13：15～15:00 15:00～17:00 18:00～ 

大会議室（４Ｆ） シンポジウム 実践・研究報告（指定演題発表） 

懇親会 706研修室（７Ｆ） 学生セミナー 

705研修室（７Ｆ） 自主企画 

 

会場 10:00 10:30～ 10:45～1215 12:15～ 

大会議室（４Ｆ） 受付 開会式 講演 北星学園大学名誉教授 米本秀仁氏 昼食 


